近世初期の義民 by 保坂 智
は
じ
め
に
一
般
的
に
、
義
民
は
一
七
世
紀
後
半
の
代
表
越
訴
型
一
揆
か
ら
排
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
(
１)
。
し
か
し
私
は
、
義
民
が
代
表
越
訴
型
一
揆
か
ら
主
に
出
現
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、｢
全
国
義
民
一
覧
(
２)｣
を
発
表
し
た
。
こ
の
一
覧
に
は
、
一
五
八
七
(
天
正
一
七)
年
の
近
江
国
浅
井
郡
中
野
村
清
介
か
ら
一
八
七
八
(
明
治
一
一)
年
相
模
国
真
土
騒
動
の
冠
弥
右
衛
門
ま
で
、
四
九
九
件
の
義
民
件
数
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
調
査
の
結
果
、
現
在
私
が
確
認
し
て
い
る
義
民
の
総
数
は
五
二
三
件
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
義
民
件
数
を
五
〇
年
単
位
で
分
け
て
み
る
と
、
一
七
世
紀
後
半
、
一
八
世
紀
前
・
後
半
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
代
表
越
訴
型
一
揆
の
時
代
と
全
藩
強
訴
の
時
代
で
は
そ
れ
ほ
ど
差
違
は
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
総
数
で
は
全
藩
強
訴
時
代
の
方
が
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
一
九
世
紀
前
半
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
一
七
世
紀
前
半
と
一
九
世
紀
後
半
の
約
三
〇
年
間
が
そ
れ
ぞ
れ
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
(
３)
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
時
代
に
は
そ
の
時
代
特
有
の
義
民
と
そ
の
物
語
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
一
七
世
紀
前
半
の
民
衆
運
動
が
生
み
出
し
た
義
民
を
総
括
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
一
一
七
世
紀
前
半
義
民
の
特
徴
義
民
を
生
み
出
す
闘
争
は
、
一
揆
、
共
同
体
間
闘
争
、
村
方
騒
動
、
そ
の
他
の
四
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
揆
と
は
対
領
主
闘
争
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
義
民
物
語
が
義
民
個
人
の
行
動
を
中
心
と
し
て
展
開
す
る
た
め
、
義
民
の
行
動
の
背
後
に
存
在
す
る
筈
の
百
姓
集
団
の
動
き
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
少
な
く
な
く
、
集
団
的
で
非
合
法
な
訴
願
闘
争
と
い
う
百
姓
一
揆
概
念
に
含
み
得
な
い
も
の
も
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
共
同
体
間
闘
争
と
は
、
水
論
、
境
論
、
漁
場
争
論
な
ど
の
村
と
村
と
の
利
害
対
立
か
ら
生
じ
る
闘
争
で
あ
り
、
村
方
騒
動
は
村
役
人
と
百
姓
と
の
間
の
村
落
内
部
の
対
立
が
生
み
出
す
闘
争
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
義
民
物
語
に
お
け
る
村
方
騒
動
は
、
庄
屋
(
名
主)
な
ど
の
力
が
強
調
さ
れ
、
年
貢
徴
収
権
、
免
決
定
権
な
ど
を
持
つ
か
の
一
近
世
初
期
の
義
民
保
坂
智
よ
う
に
語
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
一
揆
と
区
分
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
三
類
型
に
含
ま
れ
な
い
も
の
を
そ
の
他
と
し
た
が
、
そ
れ
は
主
に
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
は
村
の
た
め
に
隠
田
を
作
り
維
持
し
て
い
た
が
そ
れ
が
発
覚
し
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
、
第
二
は
用
・
排
水
路
を
無
断
で
建
設
し
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
、
第
三
は
凶
作
時
に
藩
蔵
あ
る
い
は
郷
蔵
を
無
断
で
開
放
し
、
米
を
窮
民
に
分
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
全
時
代
の
四
類
型
の
構
成
比
率
は
、
一
揆
が
約
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
共
同
体
間
闘
争
約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
村
方
騒
動
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
一
六
四
九
(
慶
安
二)
年
ま
で
の
義
民
四
九
例
を
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
の
七
つ
の
地
域
に
分
類
し
、
四
つ
の
類
型
別
に
わ
け
た
も
の
が
表
｢
一
七
世
紀
前
半
の
義
民
件
数｣
で
あ
る
。
年
次
的
に
み
る
と
、
一
六
三
〇
年
代
ま
で
は
一
〇
年
間
に
一
〇
件
を
越
え
る
こ
と
な
く
、
義
民
の
発
生
が
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
が
四
〇
年
代
に
一
〇
年
に
一
九
件
と
急
増
し
て
最
初
の
ピ
ー
ク
を
形
成
し
、
一
七
世
紀
後
半
の
代
表
越
訴
型
義
民
排
出
の
時
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
第
一
は
寛
永
一
〇
年
代
の
飢
饉
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
全
国
的
な
凶
作
か
ら
飢
饉
が
発
生
し
、
幕
藩
制
社
会
は
最
初
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
。
一
六
四
一
(
寛
永
一
八)
年
大
坂
で
は
、
米
価
の
高
騰
に
苦
し
む
貧
窮
民
が
、
大
坂
町
奉
行
所
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
事
件
を
下
敷
き
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
同
年
摂
津
国
木
津
村
の
中
村
勘
助
が
、
米
価
騰
貴
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
、
幕
府
の
蔵
を
開
放
し
て
救
済
し
た
と
い
う
義
民
物
語
が
作
ら
れ
て
い
る
。
蔵
開
放
型
義
民
物
語
の
典
型
で
あ
る
こ
の
中
村
勘
助
は
、
現
大
阪
市
内
の
義
民
で
も
あ
り
、
広
く
知
ら
れ
た
義
民
で
あ
る
。
大
阪
市
に
は
彼
の
名
前
に
ち
な
ん
だ
木
津
勘
助
町
と
い
う
町
名
が
一
九
八
〇
(
昭
和
五
五)
年
ま
で
使
わ
れ
て
お
り
、
一
九
二
三
(
大
正
一
二)
年
に
は
帝
国
キ
ネ
マ
演
芸
が
｢
木
津
勘
助｣
と
い
う
映
画
を
制
作
し
て
い
る
(
４)
。
な
お
、
寛
永
飢
饉
期
に
蔵
を
開
放
し
た
と
さ
れ
る
義
民
と
し
て
は
、
一
六
四
三
(
寛
永
二
〇)
年
に
上
総
国
山
辺
郡
の
大
多
和
四
郎
右
衛
門
の
事
例
(
５)
も
存
在
す
る
。
第
二
の
要
因
は
、
近
世
的
民
衆
運
動
の
胎
動
と
幕
府
・
諸
藩
の
対
応
の
問
題
で
あ
る
。
近
世
初
頭
に
武
装
蜂
起
で
あ
る
土
豪
一
揆
が
敗
北
し
た
後
、
百
姓
ら
は
新
た
な
近
世
社
会
に
適
合
的
な
闘
争
と
し
て
、
集
団
を
形
成
し
て
直
目
安
を
含
む
訴
願
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
最
初
は
訴
訟
内
容
次
第
と
い
う
対
応
を
と
っ
て
い
た
幕
府
・
諸
藩
が
、
こ
れ
ら
の
闘
争
を
｢
徒
党｣
と
し
て
規
制
し
は
じ
め
る
の
は
一
六
三
〇
年
代
(
寛
永
年
間)
で
あ
っ
た
(
６)
。
17世紀前半の義民件数
注) 関東の1600～の事例は､ 一揆とその他が複合している闘争である
～1599 1600～ 1610～ 1620～ 1630～ 1640～ 計
一 共 他 計 一 共 他 計 一 共 他 計 一 共 他 計 一 共 他 計 一 共 他 計 一 共 他 計
東北 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3 3 2 1 6
関東 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 4 4 2 2 7
中部 2 2 1 1 3 1 4 2 2 1 1 1 3 9 2 1 12
近畿 2 2 1 1 1 2 2 2 2 1 1 3 1 2 6 8 6 2 16
中国 1 1 1 1
四国 1 1 1 1 1 3 3
九州 1 1 1 1 2 2 4 4
計 2 2 1 5 5 2 1 6 6 2 0 8 2 2 0 5 4 1 0 4 9 6 4 19 28 16 6 49
二
つ
ぎ
に
地
域
と
義
民
の
類
型
を
見
て
み
る
。
一
揆
が
二
八
件
(
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
強)
、
共
同
体
間
闘
争
一
六
件
(
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
弱)
、
そ
の
他
六
(
う
ち
一
件
は
一
揆
と
の
複
合
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強)
と
つ
づ
き
、
村
方
騒
動
か
ら
の
義
民
は
一
七
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
な
い
。
一
揆
か
ら
の
義
民
が
一
番
多
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
共
同
体
間
闘
争
か
ら
義
民
が
排
出
す
る
割
合
が
極
め
て
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
陸
奥
か
ら
肥
後
ま
で
二
八
か
国
に
及
ん
で
お
り
、
全
国
的
に
分
散
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
畿
内
と
そ
の
近
国
の
近
畿
地
方
に
一
六
件
(
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト)
と
集
中
し
て
い
る
。
近
畿
地
方
は
全
時
代
的
に
は
一
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
初
期
の
集
中
は
特
筆
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
七
世
紀
前
半
義
民
の
最
大
の
特
徴
が
、
近
畿
を
中
心
と
し
た
共
同
体
間
闘
争
か
ら
出
現
す
る
義
民
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
一
六
四
〇
年
代
以
前
の
近
畿
に
お
け
る
共
同
体
間
闘
争
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
義
民
を
中
心
に
、
義
民
が
本
格
的
に
生
み
出
さ
れ
る
以
前
の
特
徴
を
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
本
章
の
最
後
に
、
こ
の
時
期
の
一
揆
か
ら
の
義
民
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
づ
目
に
つ
く
こ
と
は
、
検
地
反
対
一
揆
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
二
八
件
中
一
三
件
の
多
き
に
お
よ
ぶ
。
な
お
、
五
〇
年
阿
波
国
中
喜
来
村
三
木
宗
桂
、
五
一
年
信
濃
国
武
石
村
小
山
久
介
、
慶
安
年
間
信
濃
国
林
中
村
久
兵
衛
な
ど
が
、
五
〇
年
代
初
頭
の
検
地
反
対
一
揆
の
義
民
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
｢
全
国
義
民
一
覧｣
に
収
録
し
、
今
回
は
除
外
し
た
も
の
の
中
に
、
一
六
〇
〇
(
慶
長
五)
年
信
濃
国
川
中
島
領
一
揆
、
一
七
(
元
和
三)
年
上
野
国
下
小
鳥
村
の
一
村
惨
殺
事
件
も
検
地
を
理
由
と
し
て
発
生
し
た
事
件
で
あ
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
(
７)
。
幕
府
・
諸
藩
が
、
そ
の
領
国
経
営
を
行
う
基
礎
と
し
て
、
近
世
初
頭
に
検
地
を
行
い
、
そ
の
増
徴
策
に
対
決
す
る
、
検
地
反
対
一
揆
が
多
発
し
た
こ
と
が
、
そ
の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
時
に
、
検
地
の
結
果
は
年
貢
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
百
姓
経
営
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
揆
の
結
果
、
検
地
高
が
減
少
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
村
の
特
権
と
し
て
何
よ
り
も
語
り
つ
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
闘
争
形
態
は
、
四
五
(
正
保
二)
年
出
羽
国
上
到
米
村
佐
藤
甚
助
(
８)
は
、
立
ち
寄
っ
た
茶
屋
の
主
人
か
ら
青
竹
に
訴
状
を
挟
み
、｢
お
願
い
奉
る｣
と
い
っ
て
駕
籠
に
訴
状
を
打
ち
込
む
と
い
う
駕
籠
訴
の
作
法
を
教
え
ら
れ
、
参
勤
か
ら
の
帰
路
の
藩
主
に
駕
籠
訴
し
た
、
あ
る
い
は
藩
主
の
粉
河
寺
参
詣
途
中
の
山
王
神
社
境
内
で
駕
籠
訴
し
た
四
九
(
慶
安
二)
年
の
紀
伊
国
打
田
村
の
内
田
馬
之
丞
(
９)
の
よ
う
に
、
越
訴
の
話
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
例
外
的
で
あ
り
、
多
く
は
幕
府
に
訴
願
す
る
こ
と
十
数
回
と
い
う
一
〇
(
慶
長
一
五)
年
上
総
国
田
川
村
池
田
三
郎
左
衛
門
や
、
数
度
投
訴
に
及
ん
だ
四
一
(
寛
永
一
八)
年
常
陸
国
金
沢
村
照
山
修
理
と
い
う
よ
う
に
、
訴
願
相
手
も
形
式
も
曖
昧
な
も
の
が
多
い
。
な
お
検
地
反
対
闘
争
で
は
、
検
地
竿
を
折
っ
て
抵
抗
し
た
(
一
五
九
三
〈
文
禄
二
〉
年
越
中
国
犀
川
村
弥
次
兵
衛
(
))
、
検
地
役
人
を
殺
害
し
た
(
一
六
〇
一
〈
慶
長
六
〉
年
丹
波
国
厚
村
和
泉
大
丞
(
))
は
、
検
地
の
現
場
で
の
暴
力
行
為
を
伝
え
て
い
る
。
二
喧
嘩
停
止
令
と
義
民
確
認
さ
れ
る
限
り
で
、
近
世
的
な
義
民
の
最
初
の
二
例
は
、
近
江
と
摂
津
の
水
三
論
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
の
喧
嘩
停
止
令
と
の
か
か
わ
り
で
生
み
出
さ
れ
た
義
民
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
五
八
九
(
天
正
一
七)
年
の
近
江
国
水
論
は
、
次
の
二
つ
の
史
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
(
史
料
①)
以
上
今
度
中
野
村
と
青
名
・
八
日
市
井
水
之
儀
、
右
之
三
ケ
村
相
論
之
処
、
中
納
言
様
被
仰
出
候
は
、
関
白
様
小
谷
山
へ
先
年
御
登
城
之
刻

中
野
村
へ
取
付
之
由
申
上
候
ニ
付
て
、
井
水
之
儀
を
中
野
村
可
進
退
旨
中
納
言
殿
御
掟
之
節
五
人
之
為
奉
行
無
異
儀
旨
判
形
遣
候
、
然
ニ
於
井
頭
双
方
出
合
井
水
之
相
論
互
刄
傷
之
事
太
曲
事
之
由
被
仰
出
、
任
喧
嘩
御
停
止
之
旨
右
之
三
村

壱
人
宛
三
人
御
成
敗
候
、
其
村
清
介
事
中
野
村
惣
代
ニ
及
成
敗
儀
在
所
之
興
立
無
比
類
な
く
(
マ
マ)
令
感
、
清
介
所
望
可
叶
由
申
出
候
処
ニ
、
屋
敷
二
ケ
所
末
代
迄
請
度
由
ニ
候
得
は
、
居
住
之
屋
敷
壱
所
、
西
畠
壱
所
以
上
弐
ケ
所
令
扶
助
候
、
於
後
々
年
誰
雖
及
退
転
中
野
村
惣
地
下
人
此
旨
可
申
理
、
勿
論
得
跡
職
并
娘
之
儀
も
惣
村
人
心
相
副
令
養
育
澪
略
仕
間
敷
候
、
就
中
為
地
下
人
清
介
跡
目
夫
役
之
儀
可
免
遣
旨
尤
候
、
此
上
若
於
如
在
者
可
為
沙
汰
之
限
候
条
、
清
介
為
身
近
者
至
佐
和
山
可
申
越
也
、
天
正
拾
七
年
八
月
十
九
日
堀
尾
帯
刀
花
押
中
野
村
清
介
跡
目
岩
女
と
の
へ
(
史
料
②)
以
上
中
野
村
井
水
ニ
付
て
惣
中
之
名
代
ニ
立
、
清
介
御
成
敗
ニ
候
、
中
野
惣
百
姓

清
介
か
ヽ
ゑ
の
田
畠
ニ
夫
役
之
儀
永
代
惣
村
中

除
申
候
、
何
と
申
者
候
ハ
ヽ
為
惣
中
理
可
申
候
、
為
其
一
筆
如
此
者
也
天
正
十
七
年
九
郎
右
衛
門
略
押
八
月
拾
九
日
与
介
花
押
吉
内
略
押
(
以
下
八
名
略)
中
野
村
惣
中
清
介
む
す
め
い
わ
参
る
事
件
の
経
過
は
史
料
①
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
中
野
村
と
青
名
・
八
日
市
両
村
の
水
論
は
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
中
納
言
豊
臣
秀
次
は
、
関
白
秀
吉
の
意
志
を
背
景
に
、
中
野
村
に
こ
の
井
水
の
進
退
を
認
め
、
五
人
の
奉
行
人
に
よ
る
判
形
も
渡
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
争
論
は
再
発
し
、｢
井
頭｣
に
お
い
て
｢
互
刃
傷
之
事｣
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
合
戦
相
論
に
よ
っ
て
水
論
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
論
に
関
す
る
豊
臣
政
権
の
裁
許
は
、
争
論
の
正
邪
を
越
え
て
｢
喧
嘩
御
停
止
之
旨｣
に
違
反
す
る
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
故
、
理
が
あ
る
と
さ
れ
た
中
野
村
も
、
非
理
の
青
名
・
八
日
市
両
村
と
同
様
に
、
一
村
か
ら
一
人
づ
つ
成
敗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
清
介
の
処
罰
理
由
は
、
彼
が
こ
の
争
論
の
｢
頭
取｣
あ
る
い
は
｢
帳
四
本｣
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、｢
惣
中
の
名
代｣
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
村
を
代
表
し
て
処
罰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
名
代
を
選
出
す
る
過
程
で
、
豊
臣
秀
次
の
奉
行
人
堀
尾
帯
刀
(
吉
晴)
を
感
動
さ
せ
た
こ
と
が
起
き
た
。
史
料
は
｢
在
所
之
興
立
無
比
類｣
と
し
か
記
述
が
な
く
、
具
体
的
な
内
容
は
判
明
し
な
い
。
た
だ
堀
尾
は
、
清
介
に
対
し
て
｢
所
望
可
叶
由｣
を
つ
げ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
清
介
は
、｢
屋
敷
二
ケ
所
末
代
迄
請
度｣
と
答
え
た
の
で
あ
る
。
堀
尾
は
、
二
か
所
の
土
地
が
永
久
に
清
介
の
家
系
で
所
持
し
て
い
く
よ
う
に
、
村
人
に
扶
助
を
命
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
清
介
の
跡
職
も
立
て
、
娘
い
わ
へ
の
扶
助
を
村
人
に
命
じ
、
村
人
が
清
介
家
に
夫
役
を
免
除
す
る
こ
と
を
肯
定
し
た
。
も
し
そ
れ
ら
の
条
件
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
清
介
の
身
近
な
者
が
堀
尾
の
居
城
で
あ
る
佐
和
山
へ
出
訴
す
る
権
利
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
村
も
こ
の
名
代
清
介
の
犠
牲
に
対
し
、
相
応
の
対
応
を
し
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
史
料
②
で
あ
り
、
村
は
清
介
娘
い
わ
に
対
し
、｢
清
介
か
ヽ
ゑ
の
田
畠
ニ
夫
役
之
儀
永
代
惣
村
中

除
申
候｣
と
い
う
特
権
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
堀
尾
吉
晴
を
感
動
さ
せ
た
清
介
の
行
為
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
一
(
昭
和
五
六)
年
六
月
二
五
日
の
｢
湖
北
新
聞｣
は
、
｢
義
人
の
遺
徳
を
賛
え
る｣
と
題
し
て
、
中
野
区
民
が
清
介
の
顕
彰
碑
を
改
修
し
た
こ
と
を
報
じ
、
義
民
の
あ
ら
す
じ
を
記
載
し
、
さ
ら
に
伝
説
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
罪
人
を
出
せ
と
命
じ
ら
れ
た
村
民
は
了
福
寺
に
集
ま
っ
て
犠
牲
者
を
選
ぶ
方
法
と
し
て
、
お
わ
ん
に
山
盛
り
に
し
た
ご
飯
を
、
一
粒
で
も
こ
ぼ
し
た
者
が
身
代
わ
り
に
な
る
ー
と
い
う
こ
と
に
決
め
て
、
食
事
を
始
め
た
。
す
る
と
、
お
わ
ん
を
わ
ざ
と
さ
か
さ
に
し
て
、
ご
飯
を
こ
ろ
が
し
た
者
が
い
た
。
｢
あ
っ
！
清
介
さ
ん
が
…
…｣
と
居
並
ぶ
村
人
た
ち
が
驚
く
な
か
を
、
清
介
は
｢
私
が
身
代
わ
り
に
な
り
ま
し
ょ
う｣
と
言
っ
て
立
上
り
、
サ
ッ
と
着
物
を
脱
ぎ
捨
て
る
と
、
そ
の
下
は
白
装
束
だ
っ
た
(
)
。
清
介
の
｢
殺
身
成
仁｣
の
精
神
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
果
た
し
て
近
世
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
二
七
(
昭
和
二)
年
発
行
の
『
東
浅
井
郡
誌』
は
、
史
料
①
を
使
用
し
て
清
介
の
事
績
を
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
九
三
一
(
昭
和
六)
年
三
月
に
建
立
さ
れ
た
顕
彰
碑
に
も
、
ま
た
そ
れ
を
報
じ
る
新
聞
記
事
(
)
に
も
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
。
顕
彰
碑
建
立
以
降
に
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
創
作
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
清
介
の
話
が
人
々
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
殺
身
成
仁
の
精
神
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
清
介
の
子
孫
に
と
っ
て
、
村
役
の
免
除
は
重
要
な
特
権
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
証
拠
づ
け
る
二
通
の
書
状
は
大
事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
六
二
四
(
寛
永
元)
年
、
義
民
の
子
孫
の
清
介
が
、
田
地
・
家
財
を
子
の
お
よ
し
と
次
兵
衛
に
譲
り
渡
し
た
と
き
の
｢
譲
り
状
之
事｣
と
い
う
文
書
も
・
・
・
清
水
淳
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
田
地
・
家
財
と
と
も
に
こ
の
い
わ
宛
の
・
・
文
書
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
五
清
介
の
家
に
と
っ
て
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
特
権
の
維
持
で
あ
り
、
そ
の
由
来
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
昭
和
初
年
の
清
介
に
関
す
る
記
述
に
は
、｢
今
日
に
至
る
も
、
其
子
孫
た
る
家
は
、
村
役
を
免
除
せ
ら
れ
居
る
と
い
ふ
(
)
。｣
と
か
｢
義
人
清
介
の
後
裔
は
今
尚
同
字
に
つ
な
が
れ
字
の
仕
事
一
切
は
永
久
に
免
除
さ
れ
る
と
云
ふ
恩
典
を
与
へ
ら
れ
(
)｣
と
、
特
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
堀
尾
か
ら
い
わ
に
あ
て
た
文
書
は
、
中
野
村
に
と
っ
て
も
重
要
な
文
書
で
あ
っ
・
・
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、｢
井
水
之
儀
を
中
野
村
可
進
退
旨｣
と
い
う
豊
臣
秀
次
の
意
志
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
野
・
青
名
・
八
日
市
で
争
わ
れ
た
｢
井
水｣
の
管
理
権
は
、
中
野
村
が
掌
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
に
と
っ
て
の
重
要
な
特
権
で
あ
り
、
そ
れ
を
語
り
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
と
話
は
、
そ
の
特
権
が
侵
害
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
四
三
(
天
保
一
四)
年
に
再
び
八
日
市
村
と
の
間
に
水
論
が
発
生
し
た
。
清
介
の
娘
い
わ
に
宛
て
た
二
通
の
文
書
は
、
両
村
の
間
に
発
生
し
た
水
論
に
対
す
る
証
拠
書
類
と
な
っ
た
。
同
年
一
二
月
一
三
日
に
佐
和
山
へ
、
翌
一
五
年
七
月
一
一
日
に
は
彦
根
へ
こ
の
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
私
は
、
こ
の
天
保
期
の
水
論
の
結
末
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
二
通
の
文
書
が
有
効
に
働
き
、
中
野
村
が
勝
訴
し
た
可
能
性
を
推
測
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
と
考
え
る
。
一
五
九
一
(
天
正
一
九)
年
の
摂
津
の
水
論
(
)
も
、
合
戦
相
論
の
形
を
と
っ
た
。
｢
西
在
々
は
瓦
林
村
へ
助
ニ
入
申
由
、
東
村
々
ハ
鳴
尾
へ
助
ニ
入
申
由
(
)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
争
論
は
鳴
尾
・
瓦
林
両
村
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
村
落
を
巻
き
込
ん
で
大
規
模
に
展
開
し
た
。
後
世
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
そ
の
合
戦
の
有
り
様
を
｢
当
村
始
同
瓦
林
庄
村
々
よ
り
弓
、
鑓
、
馬
上
抔
携
、
尚
又
隣
村
よ
り
加
勢
を
乞
、
鳴
尾
村
と
合
戦
争
論
相
成
、
双
方
手
追
(
負)
死
人
多
分
出
来
(
)｣
と
い
う
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。こ
の
水
論
に
関
す
る
豊
臣
政
権
の
対
応
は
、
近
江
の
清
介
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
っ
た
。
長
束
正
家
、
増
田
長
盛
、
徳
善
院
(
前
田)
玄
以
か
ら
鳴
尾
村
百
姓
中
に
宛
て
た
天
正
二
〇
年
八
月
五
日
付
文
書
に
、｢
今
度
検
使
を
遣
、
双
方
令
対
談
、
絵
図
仕
来
候
上
ニ
て
遂
糺
明
候
処
、
当
郷
申
分
無
紛
候
間
、
如
有
来
、
鳴
尾
村
用
水
仕
可
申
候
、
自
今
以
後
、
不
可
有
申
事
者
也
(
)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
鳴
尾
村
の
正
当
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
処
罰
は
争
論
に
正
邪
に
か
か
わ
ら
ず
、
｢
一
村
ニ
て
壱
人
宛
は
り
つ
け
に
被
仰
付
(
)｣
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
論
の
裁
許
に
つ
い
て
｢
多
聞
院
日
記｣
は
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。
廿
三
日
(
天
正

年

月)
一
摂
州
ノ
百
姓
共
去
夏
水
事
喧
嘩
ノ
衆
八
十
三
人
ハ
タ
物
ニ
被
上
了
ト
、
天
下
悉
ケ
ン
ク
ワ
御
停
止
ノ
処
、
曲
事
ノ
故
也
ト
云
々
、
十
三
才
ノ
童
部
父
ノ
命
ニ
代
テ
ハ
タ
物
ニ
被
上
了
ト
、
哀
事
、
抑
孝
行
ノ
儀
也
、
末
世
不
相
応
々
々
(
	)
こ
こ
で
も
、
そ
の
処
罰
の
根
拠
は
｢
天
下
悉
ケ
ン
ク
ワ
御
停
止
ノ
処
、
曲
事
ノ
故｣
、
す
な
わ
ち
喧
嘩
停
止
令
に
違
反
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
処
罰
の
対
象
は
、
こ
の
水
論
に
果
た
し
た
役
割
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
一
村
か
ら
一
人
と
い
う
村
の
名
代
と
し
て
の
処
罰
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
｢
加
勢
村
々
、
津
門
村
・
広
田
村
・
高
木
村
・
今
北
村
・
浜
田
村
・
大
嶋
村
、
此
六
村
庄
屋
代
に
乞
喰
首
切
申
候
(
)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
村
代
表
と
し
て
処
刑
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｢
庄
屋｣
の
代
わ
り
に
乞
食
を
雇
い
、
身
代
わ
り
の
惣
代
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
広
田
村
に
つ
い
て
は
、
月
行
司
与
左
衛
門
の
代
わ
り
に
仁
兵
衛
子
甚
五
郎
を
、｢
子
々
孫
々
行
司
持
ニ
被
成｣
と
い
う
条
件
で
身
代
わ
り
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
を
保
証
す
る
｢
仕
申
一
札
之
事｣
と
い
う
書
類
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
)
。
多
聞
院
英
俊
を
感
銘
さ
せ
た
一
三
歳
の
子
供
が
そ
の
父
親
の
代
わ
り
に
磔
と
な
っ
た
こ
と
も
、
村
惣
代
ゆ
え
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。鳴
尾
義
民
に
対
す
る
本
格
的
な
顕
彰
活
動
は
、
天
明
飢
饉
の
最
中
の
一
七
八
七
(
天
明
七)
年
に
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
裏
面
に
刻
さ
れ
た
碑
文
は
、
争
論
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
(
)
。
昔
、
鳴
尾
と
瓦
林
村
で
水
論
が
起
き
、
人
が
殺
さ
れ
た
。
官
は
鳴
尾
村
を
正
当
と
認
め
た
が
、
殺
人
の
罪
は
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
役
人
は
、
水
利
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
殺
人
の
罪
を
問
う
。
命
が
欲
し
け
れ
ば
水
利
は
得
ら
れ
な
い
と
し
た
。
二
五
人
の
も
の
は
、
水
利
が
欲
し
い
。
水
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
答
え
た
。
そ
の
た
め
二
五
人
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
太
閤
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
そ
の
行
為
に
感
動
し
、
六
字
名
号
を
自
書
し
、
二
五
人
の
法
名
を
与
え
た
。
こ
こ
で
注
目
で
き
る
こ
と
は
、
多
聞
院
日
記
に
記
載
さ
れ
、
英
俊
を
感
動
さ
せ
た
一
三
歳
の
子
供
が
親
に
代
わ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
話
は
な
い
。
ま
た
、
合
戦
相
論
の
合
戦
に
つ
い
て
も
、
た
ん
に
人
が
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
み
で
物
語
の
中
核
を
な
し
て
い
な
い
。
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、
二
五
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
鳴
尾
村
が
水
利
権
を
得
た
こ
と
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
争
論
が
行
わ
れ
た
の
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
鉄
火
を
取
る
義
民
た
ち
共
同
体
間
闘
争
に
お
け
る
合
戦
相
論
は
、
共
同
体
間
に
発
生
す
る
問
題
を
領
主
権
力
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
同
士
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自
力
救
済
の
論
理
は
、
中
世
社
会
に
根
強
く
存
在
し
た
意
識
状
況
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
解
決
方
法
は
、
武
器
を
取
る
合
戦
相
論
と
い
う
形
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
共
同
体
の
代
表
者
に
よ
る
神
裁
(
神
く
じ
、
鉄
火
取
り)
も
そ
の
現
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
裁
＝
鉄
火
取
り
形
式
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
共
同
体
間
闘
争
か
ら
も
義
民
が
出
現
す
る
。
慶
長
か
ら
元
和
年
間
に
か
け
て
、
伊
賀
、
近
江
、
陸
奥
の
三
国
に
そ
の
事
例
が
確
認
で
き
る
。
一
六
〇
七
(
慶
長
一
二)
年
六
月
の
伊
賀
国
奥
鹿
野
村
の
山
論
は
、『
青
山
町
史』
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
奥
鹿
野
・
伊
勢
地
村
と
岡
田
・
寺
脇
村
と
の
間
に
山
論
が
発
生
し
た
。
す
で
に
慶
長
七
年
以
来
紛
争
と
な
っ
て
い
た
こ
の
山
論
は
、
同
年
六
月
に
両
者
の
間
で
乱
闘
事
件
が
発
生
し
、
岡
田
村
の
大
工
一
名
が
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
。
訴
訟
は
奉
行
所
に
持
ち
出
さ
れ
た
が
、
解
決
の
め
ど
が
た
た
な
い
ま
ま
、
翌
八
年
四
月
に
領
主
の
筒
井
氏
が
改
易
さ
れ
、
八
月
に
新
領
主
藤
堂
氏
が
入
封
し
た
。
新
領
主
は
土
地
の
慣
行
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
裁
決
が
困
難
で
あ
り
、
つ
い
に
両
者
に
よ
る
鉄
火
取
り
で
決
着
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉄
火
取
り
は
一
の
宮
敢
国
神
社
神
前
に
て
行
わ
れ
、
岡
田
・
寺
脇
両
村
の
庄
屋
が
鉄
火
の
前
で
躊
躇
し
た
の
に
対
し
、
奥
鹿
野
村
庄
屋
七
与
八
郎
は
平
然
と
し
て
鉄
火
を
握
ろ
う
と
し
た
の
を
見
て
奉
行
は
奥
鹿
野
村
の
勝
訴
を
宣
言
し
た
。
も
っ
と
も
岡
田
・
寺
脇
両
村
は
そ
れ
に
不
満
で
再
度
｢
神
く
じ｣
を
引
く
こ
と
を
要
求
し
、
実
施
さ
れ
た
が
そ
れ
も
奥
鹿
野
村
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
山
論
は
解
決
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
先
の
乱
闘
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
岡
田
村
の
大
工
の
代
償
を
奥
鹿
野
村
が
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
両
村
は
顔
に
手
負
い
傷
の
あ
る
者
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
。
そ
れ
は
善
三
郎
を
意
味
し
て
い
た
。
彼
は
岡
田
村
大
工
殺
害
の
直
接
的
な
下
手
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
村
の
た
め
に
犠
牲
と
な
り
、
両
村
に
引
き
渡
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
。
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
義
民
と
な
る
の
が
鉄
火
に
臨
ん
だ
庄
屋
与
八
郎
で
は
な
く
、
村
惣
代
と
し
て
相
手
村
に
殺
害
さ
れ
た
善
三
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
善
三
郎
家
に
対
し
て
、
奥
鹿
野
村
は
次
の
よ
う
な
証
文
を
与
え
て
い
る
。
善
三
郎
へ
差
免
ス
一
札
(
)
今
度
村
方
岡
田
・
寺
脇
ト
山
公
事
ニ
付
善
三
郎
村
惣
代
ニ
相
立
迷
惑
に
候
間
、
奥
鹿
野
村
あ
ろ
う
間
、
諸
之
事
免
き
ょ
村
よ
り
ゆ
る
し
可
申
、
自
然
殿
様
替
る
と
も
末
世
免
可
申
候
。
公
儀
の
出
し
物
迄
ゆ
る
し
可
申
候
。
但
代
々
に
つ
た
へ
て
村
よ
り
高
十
四
石
五
斗
は
家
か
か
り
候
と
も
末
々
迄
ゆ
る
し
可
申
候
。
慶
長
十
四
年
酉
六
月
四
日
こ
の
証
文
が
根
拠
と
な
っ
て
前
述
し
た
よ
う
な
義
民
物
語
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
約
束
に
も
拘
わ
ら
ず
、
善
三
郎
家
は
明
治
期
に
な
る
と
離
散
し
た
。
善
三
郎
の
墓
碑
は
村
内
の
矢
柱
神
社
境
内
に
存
在
し
、
義
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
は
い
る
が
、
清
介
の
よ
う
に
村
人
に
よ
っ
て
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
な
、
本
格
的
な
顕
彰
活
動
を
確
認
で
き
な
い
の
は
、
こ
の
子
孫
が
離
散
し
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
六
一
九
(
元
和
五)
年
陸
奥
国
河
沼
郡
綱
沢
・
松
尾
両
村
の
鉄
火
山
論
(
)
の
場
合
も
、
そ
の
惣
代
に
対
し
て
村
か
ら
の
保
証
証
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鉄
火
裁
判
に
勝
利
し
た
綱
沢
村
次
郎
右
衛
門
の
後
裔
で
あ
る
青
津
平
一
郎
氏
宅
に
は
、
次
の
よ
う
な
前
欠
文
書
(
)
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
(
前
欠)
右
之
火
せ
き
と
り
か
ち
申
候
ハ
ヽ
、
当
年
よ
り
綱
沢
村
の
あ
る
か
き
り
さ
つ
き
乙
男
乙
女
村
別
ニ
て
つ
か
い
可
申
候
、
一
日
と
り
の
日
馬
鍬
お
ろ
し
者
惣
百
姓
よ
り
と
り
上
可
申
候
、
為
壱
筆
状
如
件
、
た
だ
、
こ
の
綱
沢
村
百
姓
が
次
郎
右
衛
門
に
し
た
鉄
火
後
の
諸
負
担
を
負
う
約
束
が
、
鉄
火
勝
利
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
。
な
お
、
松
尾
村
に
お
い
て
も
同
様
の
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
書
は
現
存
し
な
い
。
こ
の
松
尾
村
と
綱
沢
村
と
の
間
の
水
論
で
展
開
さ
れ
た
鉄
火
取
り
と
、
綱
沢
村
次
郎
右
衛
門
の
話
に
つ
い
て
は
、
文
化
六
年
に
完
成
し
た
『
新
編
会
津
風
土
記』
に
記
載
が
あ
り
、
ま
た
事
件
を
伝
え
る
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
事
件
が
発
生
し
た
の
は
元
和
五
年
正
月
二
三
日
で
あ
り
、
綱
沢
村
の
百
姓
が
日
影
平
に
｢
木
切｣
に
入
っ
た
所
、
松
尾
村
百
姓
ら
に
よ
っ
て
な
た
を
取
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
翌
日
、
綱
沢
村
は
松
尾
村
百
姓
が
｢
木
切｣
に
出
た
も
の
か
ら
な
た
を
奪
い
返
し
た
。
二
月
九
日
、
綱
沢
村
が
日
影
平
で
木
切
を
行
っ
八
て
い
る
と
、
松
尾
村
が
｢
か
い
を
ふ
き
さ
い
を
ふ
り
(
貝
を
吹
き
、
采
を
振
り
)
｣
な
が
ら
押
し
寄
せ
て
き
た
。
綱
沢
村
は
二
度
に
わ
た
り
使
者
を
派
遣
し
た
が
、
松
尾
村
は
こ
の
使
者
に
対
し
て
暴
行
を
働
き
、
二
人
は
大
け
が
を
し
て
明
日
を
も
知
れ
な
い
重
体
と
な
っ
た
。
若
松
藩
(
蒲
生
氏)
は
、
両
村
の
入
山
を
禁
止
し
吟
味
し
た
。
藩
は
｢
双
方
共
ニ
山
ニ
闕
事
儀
ニ
而
も
無
之｣
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
境
目
を
設
定
し
た
が
、
両
村
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
ず
に
鉄
火
で
決
着
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
村
の
惣
代
と
し
て
鉄
火
を
取
る
の
は
、
綱
沢
村
は
次
郎
右
衛
門
、
松
尾
村
は
清
左
衛
門
と
決
ま
っ
た
。野
沢
本
町
の
諏
訪
社
に
お
い
て
、
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
奉
行
の
前
で
鉄
火
取
り
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
有
り
様
を
『
新
編
会
津
風
土
記』
は
、｢
役
人
さ
し
よ
り
て
炎
中
の
中
よ
り
鉄
火
を
は
さ
み
両
人
の
掌
中
に
移
す
、
次
郎
右
衛
門
は
こ
れ
を
受
け
、
三
度
ま
で
戴
て
側
な
る
三
方
に
置
し
に
、
清
左
衛
門
は
鉄
火
を
受
る
と
ひ
と
し
く
牛
王
燃
上
り
炎
苦
に
堪
へ
ず
、
忽
鉄
火
を
地
に
投
じ
て
斃
し｣
と
伝
え
て
い
る
。
藩
は
鉄
火
を
と
れ
な
か
っ
た
清
左
衛
門
を
｢
御
成
敗｣
に
処
し
(
)
、
そ
の
遺
骸
を
三
か
所
に
埋
め
て
境
目
の
印
と
し
た
の
で
あ
る
。
鉄
火
裁
判
に
よ
っ
て
確
定
し
た
境
界
を
、
清
左
衛
門
の
遺
骸
を
埋
葬
す
る
こ
と
で
明
確
に
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
、
こ
の
義
民
物
語
の
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
次
郎
右
衛
門
に
対
し
て
綱
沢
村
が
と
っ
た
補
償
は
、
文
化
年
間
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
治
期
に
青
津
家
が
綱
沢
村
か
ら
野
沢
村
に
移
転
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
｢
五
人
割
り｣
(
五
軒
分
負
担)
の
農
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
綱
沢
に
戻
っ
た
時
に
は
復
活
す
る
約
束
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
特
別
な
顕
彰
活
動
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
清
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
松
尾
村
に
話
が
残
っ
て
い
た
り
、
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
松
尾
部
落
は
一
九
二
七
(
昭
和
二)
年
に
同
村
真
福
寺
境
内
に
｢
誠
高
院
殿
治
徳
明
賢
清
大
居
士｣
と
い
う
法
名
の
墓
碑
を
建
立
し
、
三
つ
の
塚
に
も
そ
れ
ぞ
れ
碑
を
建
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
火
を
と
っ
た
諏
訪
神
社
境
内
に
は
、
そ
の
事
蹟
を
記
念
し
た
と
す
る
｢
テ
ガ
焼
き
の
松｣
が
存
在
し
、
塚
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
塚
は
三
島
通
庸
の
三
方
道
路
建
設
の
時
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
時
塚
の
中
か
ら
鉄
鍬
と
手
錠
が
発
掘
さ
れ
て
と
い
う
。
同
年
に
は
近
江
国
蒲
生
郡
で
も
鉄
火
裁
判
か
ら
義
民
音
羽
村
喜
助
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
四
例
の
共
同
体
間
闘
争
の
よ
う
な
、
事
件
に
か
か
わ
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
物
語
の
原
型
は
、
一
九
〇
〇
(
明
治
三
三)
年
に
雲
迎
寺
住
職
が
音
羽
家
十
代
の
協
力
の
も
と
に
作
成
し
た
｢
山
論
鉄
火
裁
許
訳
書
(
)｣
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
物
語
と
し
て
の
完
成
度
は
高
い
と
い
え
る
。
こ
の
｢
訳
書｣
に
よ
れ
ば
、
事
件
は
綿
向
山
と
や
ぶ
そ
山
の
入
会
権
を
め
ぐ
る
音
羽
村
な
ど
東
郷
村
々
と
、
石
原
村
な
ど
西
郷
村
々
の
争
論
で
あ
る
。
争
論
は
慶
長
十
四
年
、
西
郷
村
々
が
そ
の
入
会
権
を
求
め
て
出
訴
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
｢
双
方
被
召
出
度
々
御
吟
味
御
座
候
へ
と
も
、
右
柴
山
運
上
は
大
坂
御
料
の
節
究
り
証
拠
の
書
物
等
も
無
之
、
唯
双
方
申
事
而
己
に
て
利
非
不
相
分
、
御
裁
許
成
兼｣
と
い
う
状
況
で
幕
府
は
裁
決
を
下
し
得
ず
、
村
々
か
ら
の
要
求
で
元
和
五
年
に
鉄
火
取
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
鉄
火
取
で
の
決
着
を
言
い
出
し
た
の
は
、
当
時
石
原
村
に
在
住
し
て
い
た
浪
人
角
兵
衛
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
｢
読
書
等
も
相
応
に
致
し
才
智
あ
九
る
者
故
、
村
方
に
て
扶
助
致
し
留
置｣
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
西
郷
の
代
表
は
こ
の
角
兵
衛
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
郷
で
は
容
易
に
代
表
者
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
村
井
横
町
で
年
寄
役
を
勤
め
る
九
郎
左
衛
門
が
役
を
か
っ
て
出
た
の
で
あ
る
。
音
羽
村
の
庄
屋
喜
助
は
、｢
山
論
に
就
て
は
役
所
向
は
勿
論
村
掛
合
等
も
惣
て
此
者
応
対
致
し
候｣
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
西
郷
の
人
々
の
憎
し
み
を
か
っ
て
い
た
。
あ
る
日
西
郷
の
人
々
は
喜
助
に
向
か
い
、｢
何
事
も
利
口
に
云
ひ
廻
さ
れ
候
へ
ど
も
、
鉄
火
は
取
れ
申
間
敷｣
と
挑
発
し
た
。
喜
助
は
こ
の
事
を
大
い
に
怒
り
、
九
郎
左
衛
門
に
代
っ
て
鉄
火
を
取
る
こ
と
を
申
し
出
て
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
鉄
火
取
は
九
月
十
八
日
綿
向
神
社
境
内
に
お
い
て
、
幕
府
役
人
立
合
の
も
と
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
鉄
火
を
取
る
直
前
に
役
人
は
西
郷
の
鉄
火
を
東
郷
で
、
東
郷
の
鉄
火
を
西
郷
で
取
る
こ
と
を
命
じ
た
。
西
郷
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
斧
は
｢
角
兵
衛
の
工
夫
に
て
、
何
か
仕
法
を
致
置
候｣
ゆ
え
に
、｢
一
同
に
赤
め
候
へ
共
火
気
薄｣
い
ゆ
え
に
喜
助
は
鉄
火
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
角
兵
衛
は
鉄
火
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
火
取
に
あ
た
り
喜
助
の
老
母
は
、｢
倅
喜
助
今
度
鉄
火
を
不
取
得
候
ハ
ヽ
、
御
成
敗
を
不
待
其
場
に
て
手
打
に
致
す
べ
し
と
、
長
刀
を
持
ち｣
て
見
て
い
た
と
い
う
。
山
論
は
東
郷
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
角
兵
衛
は
町
中
引
廻
し
の
上
磔
に
処
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
喜
助
は
蔵
王
村
砥
山
を
、
九
郎
左
衛
門
は
村
井
町
の
三
畝
の
耕
地
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
義
民
に
対
す
る
顕
彰
活
動
と
し
て
は
、
音
羽
家
を
中
心
に
鉄
火
祭
が
挙
行
さ
れ
、
雲
迎
寺
と
馬
見
岡
綿
向
神
社
境
内
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
鉄
火
取
に
か
か
わ
る
義
民
の
事
例
を
検
討
し
て
き
た
。
鉄
火
を
取
る
義
民
物
語
の
第
一
の
要
素
は
、
合
戦
相
論
の
清
介
の
場
合
と
同
様
に
、
村
の
惣
代
に
対
す
る
保
証
で
あ
り
、
そ
の
書
類
の
保
存
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
伊
賀
の
山
論
で
は
、
鉄
火
を
取
る
人
物
が
義
民
と
な
る
の
で
は
な
く
、
村
の
惣
代
と
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
善
三
郎
が
義
民
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
第
二
の
要
素
は
、
鉄
火
裁
判
で
確
定
し
た
境
界
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
境
界
は
、
そ
の
争
論
を
行
っ
た
村
々
の
重
要
な
先
例
と
し
て
、
と
く
に
勝
訴
し
た
村
々
に
と
っ
て
は
村
の
権
利
と
し
て
の
先
例
と
し
て
、
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
陸
奥
国
の
事
例
は
、
そ
の
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
に
敗
者
の
遺
骸
を
埋
葬
し
て
境
界
の
印
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
例
と
も
鉄
火
裁
判
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
か
な
り
詳
し
い
物
語
が
付
随
す
る
。
し
か
も
そ
の
地
域
が
陸
奥
・
伊
賀
・
近
江
と
い
う
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
近
世
社
会
に
あ
っ
て
鉄
火
取
＝
神
判
を
正
当
視
す
る
事
実
が
生
き
続
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
伝
承
が
元
和
年
間
ま
で
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
伊
賀
で
は
筒
井
氏
が
改
易
さ
れ
、
藤
堂
氏
は
入
封
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
在
地
の
慣
行
な
ど
を
掌
握
し
え
て
い
な
か
っ
た
ゆ
え
に
鉄
火
取
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
陸
奥
で
も
天
正
一
二
年
蒲
生
氏
が
転
封
後
、
豊
臣
蔵
入
地
を
へ
て
一
五
九
五
(
文
禄
四)
年
に
長
束
氏
領
と
な
り
、
さ
ら
に
長
束
氏
没
落
後
の
一
六
〇
〇
(
慶
長
五)
年
幕
領
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
変
動
が
激
し
か
っ
た
。
ま
た
近
江
で
も
、｢
大
坂
御
料
の
節
究
り
証
拠
の
書
物
等
も
無
之｣
と
い
う
状
況
が
鉄
火
取
の
要
因
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
領
主
支
配
が
安
定
す
れ
ば
、
こ
の
鉄
火
取
と
い
う
裁
判
形
式
の
必
要
一
〇
性
が
後
景
に
し
り
ぞ
く
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
伝
承
す
る
人
々
の
間
で
も
、
そ
の
実
行
あ
る
裁
判
形
式
と
し
て
の
意
識
は
薄
れ
、｢
鉄
火
の
事
は
往
昔
は
知
ら
ず
、
近
世
不
及
聞
珍
事
(
)｣
と
の
認
識
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
伝
承
を
維
持
す
る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
争
論
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
合
戦
相
論
型
の
二
例
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
物
語
の
構
造
か
ら
次
の
よ
う
な
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
鉄
火
取
は
村
落
が
持
っ
て
い
た
自
検
断
権
の
行
使
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
自
己
完
結
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
鉄
火
を
取
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
は
村
落
で
あ
る
が
、
領
主
が
そ
れ
を
認
め
て
初
め
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
陸
奥
の
場
合
に
は
江
戸
か
ら
の
公
儀
役
人
立
合
の
も
と
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
っ
と
も
古
い
伊
賀
の
事
例
を
例
外
と
し
て
、
神
判
の
敗
者
に
対
す
る
処
刑
は
藩
・
公
儀
権
力
が
執
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
村
落
の
自
検
断
権
は
、
領
主
法
の
枠
内
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
近
江
の
物
語
は
角
兵
衛
の
敗
訴
の
要
因
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
此
角
兵
衛
聊
か
奸
智
あ
る
者
故
、
無
益
の
事
を
云
ひ
出
し
人
を
苦
し
め
ん
と
す
れ
ど
、
天
罰
不
遁
却
て
其
身
を
亡
ひ
し
事
可
恐
事
な
り
。
又
斯
様
の
事
も
有
ら
ん
か
と
、
鉄
火
を
取
替
被
渡
候
御
上
の
明
察
可
恐
賞
(
)
角
兵
衛
の
敗
訴
の
要
因
は
第
一
義
的
に
は
天
罰
に
よ
る
が
、
そ
の
天
罰
を
可
能
に
し
た
の
が
｢
御
上
の
明
察｣
な
の
で
あ
る
。
四
そ
の
他
の
共
同
体
間
闘
争
義
民
入
会
山
や
用
排
水
の
権
利
は
、
村
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
自
検
断
権
が
体
制
的
に
否
定
さ
れ
た
後
も
、
共
同
体
間
闘
争
は
近
世
期
を
通
じ
て
頻
繁
に
展
開
し
た
。
そ
の
闘
争
の
中
か
ら
も
、
百
姓
一
揆
と
同
じ
よ
う
に
後
に
義
民
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
多
数
輩
出
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
五
九
件
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
を
五
〇
年
単
位
で
わ
け
る
と
、
一
七
世
紀
前
半
一
六
件
、
同
後
半
一
七
件
、
一
八
世
紀
前
半
八
件
、
同
後
半
七
件
、
一
九
世
紀
前
半
四
件
、
同
後
半
二
件
、
年
不
詳
五
件
で
あ
る
。
近
世
前
期
の
一
七
世
紀
に
集
中
し
、
一
九
世
紀
に
は
非
常
に
少
な
く
な
る
。
共
同
体
間
闘
争
の
全
国
的
統
計
は
存
在
し
な
い
た
め
、
明
確
な
数
値
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
期
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
落
ち
込
み
を
示
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
な
ぜ
共
同
体
間
闘
争
の
義
民
は
一
七
世
紀
に
集
中
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の
第
一
は
、
す
で
に
合
戦
相
論
や
鉄
火
を
め
ぐ
る
義
民
た
ち
で
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
村
落
の
権
利
で
あ
っ
た
自
検
断
権
、
自
力
救
済
の
権
利
を
近
世
権
力
が
否
定
し
た
こ
と
、
に
も
関
わ
ら
ず
、
複
雑
な
在
地
の
権
利
状
況
を
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
公
権
力
が
完
全
に
掌
握
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
権
利
と
し
て
の
争
論
が
非
法
と
さ
れ
、
犠
牲
を
生
み
出
し
た
こ
と
が
義
民
物
語
と
顕
彰
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
展
開
し
た
開
発
の
影
響
で
あ
る
。
大
開
発
時
代
と
よ
ば
れ
る
こ
の
時
代
の
開
発
は
、
か
っ
て
肥
料
の
原
料
と
な
る
下
草
を
刈
り
、
薪
を
取
る
場
所
で
あ
っ
た
入
会
地
の
減
少
を
意
味
し
、
そ
の
用
益
権
を
め
ぐ
一
一
る
対
立
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
川
の
付
け
替
え
や
新
た
な
用
水
路
の
建
設
は
、
水
を
め
ぐ
る
対
立
を
激
し
く
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
開
発
時
代
を
へ
て
、
新
た
な
村
が
生
れ
、
昔
か
ら
の
村
も
そ
の
姿
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
村
を
確
立
さ
せ
て
い
く
上
で
重
要
な
権
利
を
獲
得
し
て
い
く
争
い
で
あ
る
共
同
体
間
闘
争
に
ま
つ
わ
る
物
語
は
、
そ
の
村
が
形
成
さ
れ
て
い
く
、
あ
る
い
は
近
世
的
な
村
へ
変
貌
し
て
い
く
物
語
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
共
同
体
間
闘
争
か
ら
出
現
す
る
義
民
物
語
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
同
体
間
闘
争
の
、
と
り
わ
け
初
期
の
争
論
は
、
村
惣
代
と
し
て
の
犠
牲
者
を
生
み
出
し
た
。
村
が
そ
の
犠
牲
を
補
償
す
る
文
書
を
与
え
る
と
、
そ
の
文
書
を
媒
介
と
し
て
義
民
物
語
が
生
ま
れ
る
。
先
に
見
た
清
介
や
善
三
郎
の
事
例
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
幕
藩
権
力
は
、
共
同
体
間
闘
争
を
暴
力
発
動
の
場
か
ら
、
法
的
に
審
理
す
る
場
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
全
体
的
に
は
、
共
同
体
間
の
争
い
も
公
権
力
の
法
廷
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
近
世
の
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
場
合
も
ま
ま
存
在
し
、
暴
力
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
暴
力
発
動
と
そ
の
後
の
公
権
力
の
処
罰
に
よ
る
犠
牲
者
に
対
す
る
物
語
が
生
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
一
六
五
〇
年
代
の
承
応
年
間
、
水
論
か
ら
喧
嘩
と
な
り
、
死
亡
し
た
相
手
村
民
の
見
返
り
と
し
て
私
刑
で
殺
害
さ
れ
た
伊
勢
国
粟
加
村
の
新
三
郎
や
、
竹
槍
を
持
っ
て
迫
る
相
手
と
奮
闘
し
、
数
人
を
殺
害
し
て
自
首
し
、
磔
と
な
っ
た
一
六
五
六
(
明
暦
二)
年
下
総
国
笠
神
村
鈴
木
荘
吉
ら
三
名
の
話
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
裁
判
に
勝
訴
す
る
(
敗
訴
す
る)
と
い
う
形
で
共
同
体
間
闘
争
は
終
結
す
る
の
で
あ
り
、
百
姓
一
揆
の
よ
う
な
犠
牲
者
を
生
み
出
す
こ
と
は
少
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
共
同
体
間
闘
争
か
ら
も
義
民
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
筑
前
国
神
湊
村
の
庄
屋
尾
利
又
左
衛
門
は
、
漁
場
争
論
の
相
手
で
あ
る
鐘
崎
村
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
私
情
を
捨
て
て
尽
力
し
勝
訴
し
た
が
、
そ
の
た
め
故
郷
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
望
郷
の
念
を
い
だ
き
な
が
ら
一
六
四
五
(
正
保
二)
年
に
没
し
た
と
い
う
話
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
犠
牲
的
精
神
一
般
の
顕
彰
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
争
論
の
結
果
、
共
同
体
の
権
益
が
確
定
す
る
、
そ
れ
は
入
会
山
林
の
境
界
を
定
め
た
り
、
水
利
の
特
別
な
権
限
が
認
め
ら
れ
た
り
、
用
排
水
が
建
設
さ
れ
た
り
と
い
う
形
で
現
実
化
す
る
。
義
民
物
語
は
、
そ
の
境
や
水
利
権
に
ま
つ
わ
る
物
語
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
陸
奥
国
の
鉄
火
争
論
で
は
、
敗
訴
し
た
清
左
衛
門
の
遺
骸
の
埋
葬
地
が
両
村
の
境
界
と
な
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
。
こ
の
他
、
鎌
を
腹
に
刺
し
、
我
が
倒
れ
た
所
が
境
界
で
あ
る
と
宣
言
し
て
走
り
出
し
た
一
六
〇
一
(
慶
長
六)
年
の
対
馬
国
琴
村
の
藤
七
兵
衛
、
三
〇
〇
貫
の
大
石
を
引
い
て
泳
ぎ
、
力
尽
き
た
所
を
境
界
と
し
た
四
〇
(
寛
永
一
七)
年
の
筑
前
国
津
屋
崎
村
左
兵
衛
ら
六
人
な
ど
の
話
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
共
同
体
間
闘
争
の
義
民
物
語
が
、
そ
の
争
論
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
権
利
が
認
め
ら
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
、
そ
の
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
争
論
の
裁
許
状
を
伝
え
る
の
が
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
近
江
国
清
介
の
場
合
、
堀
尾
吉
晴
の
書
状
が
、
一
八
四
三
(
天
保
一
四)
年
の
水
論
に
有
効
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
先
に
見
た
。
一
六
八
九
(
元
禄
二)
年
摂
津
国
日
出
坂
村
山
論
の
赤
井
長
介
や
、
一
七
七
七
(
安
永
六)
年
近
江
国
入
会
地
争
論
の
川
原
村
本
持
官
次
ら
の
顕
彰
活
動
は
、
一
件
書
類
の
保
存
を
中
心
に
行
わ
れ
一
二
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
共
同
体
間
闘
争
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
一
六
三
三
(
寛
永
一
〇)
年
出
羽
国
白
岩
一
揆
は
、
一
七
世
紀
前
半
を
代
表
す
る
一
揆
で
あ
り
、
義
民
顕
彰
活
動
も
早
く
か
ら
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
訴
状
が
広
範
囲
で
書
き
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。
注
(
１)
た
と
え
ば
高
校
の
日
本
史
教
科
書
と
し
て
最
大
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
山
川
出
版
社
の
『
詳
説
日
本
史』
で
は
、
代
表
越
訴
型
一
揆
の
注
釈
と
し
て
｢
下
総
の
佐
倉
惣
五
郎
、
上
野
の
礎
茂
左
衛
門
の
よ
う
に
、
伝
説
的
な
一
揆
の
代
表
者
が
義
民
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た｣
(
一
九
九
七
年
度
版)
と
し
、
代
表
越
訴
型
一
揆
と
義
民
を
関
連
づ
け
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
(
２)
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
地
鳴
り
山
鳴
り』
一
一
九
頁
。
(
３)
物
語
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
義
民
の
中
に
は
、
物
語
の
常
と
し
て
そ
の
事
件
の
発
生
年
次
が
明
確
で
は
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
年
不
詳
の
義
民
が
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
義
民
を
含
ん
だ
年
表
は
、
別
に
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
(
４)
『
北
区
誌』
七
五
頁
、
貞
本
義
保
『
今
宮
町
志』
三
七
一
頁
な
ど
(
５)
『
東
金
町
誌』
二
〇
二
頁
(
６)
拙
著
『
百
姓
一
揆
と
そ
の
作
法』
(
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
二
年)
参
照
。
(
７)
除
外
し
た
理
由
は
、
と
も
に
特
定
の
人
物
に
対
す
る
物
語
の
形
成
や
顕
彰
活
動
が
な
い
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
川
中
島
領
の
検
地
反
対
一
揆
は
、
土
豪
一
揆
で
あ
り
、
そ
の
指
導
者
が
武
士
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、｢
義
民｣
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
｢
民｣
と
し
て
の
性
格
に
疑
義
が
生
ず
る
こ
と
も
除
外
の
理
由
で
あ
る
。
な
お
、
土
豪
一
揆
と
し
て
語
ら
れ
顕
彰
活
動
が
展
開
し
て
い
る
も
の
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
三
七
・
八
(
寛
永
一
四)
年
の
天
草
島
原
一
揆
の
天
草
四
郎
を
は
じ
め
、
一
六
〇
〇
(
慶
長
五)
年
土
佐
国
浦
戸
一
揆
、
○
二
(
慶
長
七)
年
出
羽
国
秋
田
瀋
一
揆
(
こ
れ
も
｢
全
国
義
民
一
覧｣
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
除
外
し
た)
、
一
四
(
慶
長
一
九)
年
紀
伊
国
北
山
一
揆
が
あ
る
。
ま
た
、
上
野
国
下
小
島
村
の
よ
う
に
一
村
惨
殺
事
件
と
し
て
は
、
常
陸
国
生
瀬
事
件
(
事
件
の
発
生
年
代
に
つ
い
て
は
、
慶
長
七
年
か
ら
元
和
七
年
ま
で
諸
説
あ
る)
が
あ
る
。
民
衆
運
動
(
土
豪
一
揆
は
指
導
者
は
武
士
釣
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
百
姓
ら
が
参
加
す
る)
が
生
み
出
し
た
物
語
・
顕
彰
活
動
と
し
て
、
義
民
に
準
ず
る
で
あ
り
、
義
民
論
形
成
の
た
め
に
は
視
野
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
(
８)
『
羽
後
郷
土
史』
、『
郷
土
を
救
っ
た
人
々』
。
(
９)
南
出
和
子
｢
和
歌
山
の
義
民｣
(『
和
歌
山
の
研
究』
三
巻
所
収)
、『
田
中
村
郷
土
誌』
、『
紀
伊
日
日
新
附』
昭
和
六
〇
年
三
月
二
五
日
(
10)
『
福
光
町
史』
上
(
11)
『
角
川
地
名
辞
典』
京
都
上
、
な
お
一
六
〇
五
(
慶
長
一
〇)
年
上
総
国
山
辺
郡
市
東
刑
部
は
検
見
役
人
を
殺
害
し
た
と
伝
え
る
。
(
12)
義
民
清
介
の
後
裔
で
あ
る
虎
姫
町
中
野
の
清
水
淳
氏
所
蔵
。
な
お
、
本
史
料
お
よ
び
清
介
関
係
の
文
献
は
、
す
べ
て
虎
姫
町
公
民
館
長
宮
川
清
氏
よ
り
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、
藤
木
久
志
は
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会』
で
本
水
論
に
言
及
し
て
い
る
。
喧
嘩
停
止
令
と
い
う
考
え
方
も
、
藤
木
の
論
か
ら
学
ん
だ
。
(
13)
『
虎
姫
の
む
か
し
話』
に
も
同
様
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
14)
｢
新
愛
知
新
聞｣
昭
和
六
年
三
月
二
一
日
滋
賀
版
。
な
お
、
同
年
一
一
月
六
日
の
｢
家
庭
シ
ン
ア
イ
チ｣
に
、
中
村
生
の
署
名
で
｢
義
人
清
介｣
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
一
三
い
る
が
、
そ
こ
に
も
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
。
(
15)
『
東
浅
井
郡
誌』
八
六
八
頁
(
16)
｢
新
愛
知
新
開｣
滋
賀
版
ヽ
昭
和
六
年
三
月
二
一
日
(
17)
こ
の
水
論
に
関
し
て
は
、
藤
木
久
志
前
掲
書
や
野
々
瀬
紀
美
｢
豊
臣
政
権
下
の
水
論
と
村
落｣
(『
ヒ
ス
ト
リ
ア』
七
〇)
な
ど
の
研
究
が
あ
る
が
、
義
民
顕
彰
と
い
う
問
題
か
ら
論
じ
る
も
の
は
、
戦
前
の
義
民
の
紹
介
記
事
以
外
に
は
な
い
。
(
18)
｢
岡
本
家
文
書｣
(『
西
宮
市
史』
四
巻
二
七
八
頁)
(
19)
慶
応
三
年
一
〇
月
付
の
｢
吉
村
家
文
書｣
(『
同
右』
四
巻
二
七
八
頁)
(
20)
『
西
宮
市
史』
四
巻
二
七
六
頁
(
21)
注
18
同
(
22)
同
市
史
四
巻
二
七
六
頁
(
23)
同
｢
北
郷
樋
一
件
処
罰
者
追
善
法
要
記
録｣
(
同
市
史
四
巻
二
八
〇
頁)
(
24)
注
18
同
。
も
っ
と
も
清
介
の
場
合
と
異
な
り
、
こ
の
証
文
故
に
義
民
物
語
が
形
成
さ
れ
、
顕
彰
活
動
が
展
開
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
広
田
村
が
水
利
権
を
獲
得
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
(
25)
同
碑
は
西
宮
市
甲
子
園
の
浄
願
寺
境
内
に
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
裏
面
の
碑
文
は
一
九
三
三
(
昭
和
八)
年
に
改
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
26)
『
青
山
町
史』
三
三
三
頁
(
27)
こ
の
山
論
に
つ
い
て
は
、
阿
部
俊
夫
｢
近
世
初
頭
の
村
落
間
争
論
と
鉄
火
取
り
の
伝
承｣
(
福
島
県
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要
一
二
号)
が
あ
る
(
28)
角
田
十
三
男
｢
鉄
火
之
可
為
勝
負
候｣
(
平
成
一
三
年
八
月
、
五
三
回
民
衆
思
想
研
究
会
報
告
レ
ジ
ュ
メ)
。
以
下
同
争
論
に
つ
い
て
の
引
用
は
、
す
べ
て
こ
の
レ
ジ
ュ
メ
に
よ
る
。
(
29)
こ
の
成
敗
を
特
別
な
処
置
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
幕
府
の
法
令
で
も
ひ
が
ご
と
の
訴
訟
は
成
敗
と
さ
れ
て
い
る
。
幕
藩
制
初
期
の
訴
訟
体
系
は
、
敗
訴
し
た
も
の
に
対
し
て
厳
刑
が
加
え
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
(
30)
『
近
江
日
野
町
志』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る
。
(
31)
『
近
江
日
野
町
志』
五
六
九
頁
(
32)
同
右
同
頁
(
33)
白
岩
一
揆
の
訴
状
で
あ
る
白
岩
目
安
な
ど
の
目
安
往
来
物
の
流
布
は
、
義
民
物
語
形
成
の
萌
芽
形
態
で
あ
る
と
す
る
八
鍬
友
広
氏
の
指
摘
(『
近
世
民
衆
の
教
育
と
政
治
参
加』)
は
注
目
に
値
す
る
。
(
本
学
教
授
・
日
本
史)
一
四
